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れなかった。4号機が倒壊しなかった理由はローターの向

きと北風との間の角度が最も大きいため,受けた風荷重

は3, 5号機より/Jヽさかったと槽員Jされる。

一方,6号機は 2003年 3月 に運転開始した最新型のビ

ッチ制御風車で,ナセル, タワー,基礎については目視
した範囲では異常が認められなかったが,3本のブレード

のうち2本が根本付近から折損しており,残る 1:本のブ

レードも中程で折損している.6号機はビッチ制御の風車

であり,停止時にブレードが風から受ける抗力を最小と

するように制御されているにも関わらず,ブレードが破

損している。実際風車のブレードは抗力以外に揚力も受

ける.迎え角が 0～ 15度の範囲においては抗力が最小と

なるが,反対に揚力が最大となる。しかも,揚力の最大

値は抗力の最大値よりも大きい.また台風接近時に宮古
‐

島が停電になっていることから風車の制御が出来なかっ

たことも一因と思われる.

次に,上野村新里にある宮古土地改良事業のビッチ市」

御の風車 (図 20)は全てのブレードが中程で折損した

'.こ
の風車は 1枚のブレードが正常なビッチ角と正反対

のビッチ角となっていた。また,狩俣の5号機と同様に,

風1車のローターが南よりの方向で停止していることから,

ヨー・ブレーキがすべつた可能`性がある。

最後に,城辺町七又の風車は図 2Q)に示すように海岸

沿いに 2基が並んで設置されている。東債1の 2号機は新

表 1宮古島における風車の被害状況

図 2各風車の位置,倒壊方向、ローターの方向

里の風車と同じタイプのビッチ制御の風車であり,ブレ

ードが折損している。この風車も南よりの方向で停止し

ており,ヨー・ブレーキがすべった可育旨性がある.一方,

1号機はコーンが破壊し,タ ワーが倒壊している。タワー

を基礎に固定するためのアンカー部分は丸ごと基礎から

引き抜けた。上部基礎は台風のような転倒モーメントの

大きい風荷重に支lして十分な耐力がなかった可育旨性があ

る.

4.まとめ

宮古島を直撃した台風 14号の強風により島内にある7

基の風車が全て大きな被害を受けた。今回の調査では台

風 14号による風車の被害が風車のブレード,ナセル,タ

ワー,基礎,制御機構などと多岐にわたっていることを

明らかにした.また現地調査により風車の倒壊または破

損の原因がある程度明ら力|こ されたが,不明な点も残さ

れており,今後より詳細な調査と角峯析を行っていきたい

と考えている。
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寺 倒壊風車
o 破損風車
備 倒壊方向

誕哺ローター方向

名称
狩俣風力発電 し又風力発電 宮古島土地

改良事業3引幾 4号機 5手訓幾 6雅 1雛 2雛

被

`圭

状

況

ブレード ○ 折樹飛散 り調 飛散 折樹飛散 夕予態ミ/轍

ヨー制イ卸甲財青 △ △ △ △ △

ナセル カバー破損 ○ ○ ○

タワー 座屈利壊 座屈/倒壊 倒壊

艶 クラック クラック クラック ○ コーン破壊 ○ ○

ローター語1壊方向'2 44°/224° 55°/― 207°/207° 19°/― 7°/187° 159° /―一 229°/―
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